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農業
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経営耕地面積


農家数は10年間で3,441戸減少　経営耕地面積は1,815ha減少
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2010年世界農林業センサスでは、農家数は26,360戸で、10年前と比べ3,441戸、11.5％減少しています。販売農家数は10,497戸で、総農家数の39.8％を占めており、専業・兼業別では、専業農家は2,803戸で10年前と比べ642戸増加し、兼業農家は7,694戸で4,757戸減少となっています。経営耕地面積は9,409haで、1,815ha、16.2％減少しました。



農産物

「しゅんぎく」の収穫量は3,910ｔで全国第２位　「ふき」の収穫量は984ｔで全国第３位
平成24年度作物統計調査によると、野菜では、「しゅんぎく」の収穫量が3,910ｔで全国第２位の収穫量となっており、果物では「ぶどう」の収穫量が5,340ｔで全国第７位となっています。10ａ当たりの収穫量に換算すると、「ふき」が8,200kgで全国第１位、「えだまめ」が920kgで全国第２位、「こまつな」が1,950kgで全国第３位であり、効率のよい都市型農業の姿をなしています。　　

 
	
	第１位
	第２位
	第３位
	大阪府

	しゅんぎく
	千葉　　  4,700
	大阪     3,910
	茨城     2,480
	第２位

	ふき
	愛知　　  5,180
	群馬     1,870
	大阪       984
	第３位

	みつば
	千葉　 　 2,960
	愛知     2,690
	茨城     1,770
	第７位    （655）

	こまつな
	埼玉　   17,500
	東京     7,790
	神奈川   6,990
	第８位  （4,290）

	えだまめ
	千葉      7,830
	山形　　 6,660
	新潟     6,190
	第12位 （1,330）

	キャベツ
	愛知    262,900
	群馬   259,700
	千葉   128,900
	第17位（13,700）

	たまねぎ
	北海道  665,000
	佐賀   122,800
	兵庫    87,500
	第20位  （4280）

	ぶどう
	山梨     48,700
	長野    30,300
	山形    20,200
	第７位  （5,340）

	くり
	茨城      5,090
	熊本     3,130
	愛媛     1,930
	第15位   （152）

	みかん
	和歌山  162,600
	愛媛   129,900
	静岡   122,400
	第16位（13,400）




林業


大阪府の民有林森林面積は５万5,081ha(府総面積の29.0％)
2010年世界農林業センサスでは、農業と林業を行っている経営体数が2,887経営体、林業のみを行なっている経営体数は131経営体となっています。
また、大阪府の民有林森林面積は、平成25年３月末現在、５万5,081haで、10年前と比べると477ha、0.9％減少しており、大阪府総面積に占める割合は、29.0％(同0.3％減)となっています。民有林面積は能勢町が7,673ha(同0.1％減)で府内最大、人工林では、河内長野市が5,255ha(同0.4％増)となっています。一方、大阪市など民有林面積のない市町は11市町となっています。
水産業

海面漁業経営体数は668経営体　10年間で202経営体減
2008年漁業センサスでは、海面漁業経営体数は668経営体で、10年前と比べて202経営体、23.2％減少しました。市町別では、岬町が124経営体(同24.8％減)で最も多く、次いで岸和田市が92経営体(同7.1％減)、堺市及び阪南市が78経営体(堺市同1.3％減、阪南市同25.0％減)となっています。

　経営体が調査期日前１年間に使用し、調査日現在も保有している漁船は984隻(同20.7％減)で、その内訳は、動力船が855隻(同22.4％減)、船外機付漁船が128隻(増減なし)、無動力漁船が１隻(同90.9％減)となっています。


漁獲量


「このしろ」の漁獲量は1,401ｔで全国第１位　「いかなご」の漁獲量は2,857ｔで全国第５位
平成23年海面漁業生産統計調査では、「このしろ」の漁獲量が1,401ｔで全国第１位、「いかなご」が全国第５位、いわし類の中でも「かたくちいわし」が全国７位の漁獲量となっています。

	　
	第１位
	第２位
	第３位
	大阪府

	 このしろ
	 大阪 　  1,401
	 熊本     1,006
	 愛知       982 
	 第１位

	 いかなご
	 兵庫 　 19,999
	 北海道   6,994
	 愛知     6,777
	 第５位( 2,857)

	 かたくちいわし
	 千葉　  55,999 
	 長崎    31,280
	三重　  27,751
	 第７位( 9,441)



農家数及び経営耕地面積の推移





［表5－8参照］





大阪府の農産物収穫量





（単位：ｔ）





［表5-11、農林水産省「作物統計調査」参照］ 





市町村別海面漁業経営体数





［表5-26参照］





海面漁業魚種別漁獲量





（単位：ｔ）





［資料：農林水産省「海面漁業生産統計調査」参照］









